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を低下させ，検査等級を上げる結果になったことを考

えると，玄米の形質良化には，穂首分化期の窒素施用

をひかえ，有機物施用で対応することが施肥面からの

条件と考えられる。

以上の結果について施肥の水稲形態形成に及ぼす影

響をみると，一般には基肥あるいは苗代肥料は穂数を

増すが，千粒重は増大する傾向をとる。穂首分化期追

肥では棟数を増し，誉熱歩合や千粒歪は下がる。減数

分裂期追肥では，レイメイで穂数が増加し，有効茎歩

合は品種に関係なく高まる。萱熟歩合は秋田では高ま

るが，全般的に萱熟歩合の高い植田では，はっきりし

ない。穂揃期追肥は誉熟歩合を高めている。

品質低下要因に関する解析

鈴木多賀・佐藤勘治・太田金一

（山形県農試尾花沢分場）

1．　ま　え　が　き

本県における昭和44年産米の5等級以上の割合は

57％と低く，近年に例をみないほどの晶質低下であ

った。この傾向は従来収量水準の高い平坦地帯におい

て特徴的であり，晶質低下は外観ならびに整粒歩合の

劣化，とくに育米等未熟粒の混入に起因した。

昭和44年は特異気象年次であり，稲の生育相にも

間題点はあった。しかしながら収量水準の高い稲作の

適地帯においてむしろ上位等級米が少なかったことは，

良質米の生産がより肝賓な情勢からみて軽視できない

課題である。したがってこれが原因の究明と晶質向上

対策の検討は緊要と考える。

かかる見地から多様な条件のもとで，栽培した稲に

ついて概数の構成内容，萱熟段階別稲体の窒素濃度と，

菅熟および菅熟期間の気象条件等の品質，とくに育米

歩合との関連について解析を行なった。その結果につ

いて報告する。

2．　試　験　方　法

1・供託品種　でわちから（中晩生，強梓，多

収性品種）

播種期4月14日，　移植期5月17日，栽植密

度22．7株／が，5本植

2．試験区の構成ならびに施肥量（第1表）

第1表　　試験区の構成ならびに施肥量（Ⅹク／a）
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穂揃期：8月12日　尿素，重過石
穂揃後：8月22日　尿素
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5．試験結果ならびに考察

1．収量構成内容と青米歩合との関係

徳数ならびに㌦当り総籾数と出穂後，800℃950℃，

1100℃の各登熟段階における育米歩合との間には一

定の傾向はなく，枝梗別着生籾との関係もまた明らか

でない。また1穂当り総級数との関連についてみる

と，tlO0℃の登熟段階において正の傾向が認められ

るが，級数の構成内容と育米の関係は予測に反し少な

く，絵籾数以外の他の要因がより関与すると考えられ

る。

2・茎葉の窒素濃度との関係

穂揃期，萱熱中軌　および成熟期における茎葉の窒

素汲度と1，100℃の登熟段階における育米歩合との閑

第1図　育米歩合と茎葉y％との関係

係は第1区lに示すごとく明らかでない。これらのこと

から青米の多少は総級数および茎葉の窒素洩度と個別

には関連がきわめて少なく，これら各要素が相乗的に

関与するか，あるいは他の要因の影響がより大きいも

のと考えられる。

5．1億総籾数と茎葉の窒素濃度との相乗指数と青

米歩合との関係

概数と棺桶期，登熱中期および成熟期の各期におけ

る茎其の窒素濃度の相乗指数と育米歩合との間には，

それぞれ正の相関が認められる。

各段階において最も特徴的なのは第2図にみられる

ように，萱熱中期の茎葉の窒素浪度と枚数の相乗指数

と青米歩合との関係である。1，100℃の萱熟段階では

5％水準において有意な正の相関があり，とりわけ2

次枝梗着生籾においては高い正の相関（r＝0．7”＊＊）

が認められる。すなわち出穂期以降とくに萱熟中期に

おいて茎葉の窒素濃度が高く，かつ枚数の多い稲は青

米の発生を多くする要因を持つと考えられる。このこ

とは稲体の窒素濃度が高いことは同化産物増大の可能

性を持つ反面，同化量が渋滞した場合には管熱がより

遅延することを意味するものであって，1倍捻級数の

多い様相の稲に対しては登熟過程において茎糞の窒素
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第2図　育米歩合と驚熱中期における籾数ズ茎葉y％の指数との関係

鴇度を必要以上に高くしないことが経粒歩合を向上す　　考慮が必要である。

る上で肝要と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　4　育米歩合と萱熟期間の気温との関係

ことに2次枝梗着生籾の多い稲（品種）においては　　　萱熱に関与する気象的要因の中で気温との関係をみ
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第5図　気温と青米歩合との関係
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たのが第5図である。すなわち育米歩合は驚熱期間の

平均気温ならびに最低気温と負の相関がみられる。最

低完温が低く経過することが1穂総籾数の多い稲に対

して，より青米の発生を促すものとみられる。本試験

では平均20℃以下および最低気温15℃以下におい

て15％以上の育米の発生が読められる。なお玄米形

質からみた青米は玄米の形成，肥大，成熟の発育段階

に認められるものであり，条件が伴えば育米の発生は

少ないものと言われるが昭和44年のように琶熟に入

る段階において稲体の蓄積澱粉が少なく，かつ萱熟の

各過程において同化量の少ない場合は，1穂総概数の

多少，茎葉の窒素濃度および翌熟期間の気温の各要素

は育米の発生に影響することがきわめて大である。

4．　ま　　と　　め

11桔総枚数が多く，かつ老熟中期において茎葉

の窒素濃度の高いものは青米の発生が多く，さらにこ

の傾向は萱熱期間の気温の低下（平均気温20℃以下，

景低気温15℃以下）によ‘り助長される。
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2・したがって，1穂絵級数の増加と後期栄養に力

点をおいた多収栽培法は，品種の特性ならびに登熟期

間の気象条件，とくに気温との関連において晶質低下

要因の影響が大きくこれら栽培法は検討を要する。い

わゆる出穂期以降において茎葉の窒素濃度の高い，か

つ1稔捻籾数（とくに2次枝梗）の多い稲は管熟に関

与する条件の影響を受けることがより大きく，品質の

変動しやすい要因を内包している。

5・梅精歩留ならびに貯蔵性の高い玄米の要件は未

熟粒が少なく，整粒歩合が高いことである。

この見地から積数による期待籾数の確保に重点をお

き，かつ出穂期以降とくに登熟中期において茎葉の窒

素熱度を高めないことが望ましい。このことは品種の

特性とも関連がありとくに昭和44年のように生育の

遅延が大きく，かつ着粒数の多い中晩生の穂重型にお

いては出穂前の稲の体制と蓄積養分の少ない点に聞題

があり，さらに萱熟期間の気象条件が低温に経過する

場合にはとくに強調される。

15N利用による深層追肥用肥料の種類と肥効の差異

蜂ケ崎君男・高　坂　巌・島田　晃雄

（青森県農試）

1．　ま　え　が　き

水稲の深層追肥用肥料として用いられているものに、

は，固形肥料，液肥，粒状化成肥料などがあり，この

中で近年施肥観の開発により伸びつつあるのは粒状化

成肥料である。粒状化成肥料は機械の構造上，固形肥

料や刺巴とちがって粂施されるという特徴がある。

固形と液肥の追肥時期の比薮において，固形は1m5

葉期（集合指数75），液肥11．5菓期が好結果を示した

との報告がなされている。しかし，現在のところ深層

追肥の適期は出穂55日前を中心として前後5日間と

し，その年の生育の推移や天候の状況によって追肥の

適期を指導しており，肥料の種類によって追肥速射こ

相違があることの指導はなされていない。

これらのことから，肥料の種類によっていかなる肥

効の相違があるかを明らかにしようとして，昭和44

年1知を利用して試験したのでその結果を報告する。

2．　試　験　方　法

一区画の均一栽培された圃場に基肥を施用して栽培

し，その中に各処理区を設定した。

深層追肥に用いた1知入り供託肥料は，固形（5－

5－5），粒状化成（15－5－15）および液肥（15N

硫安の水溶液）であり，固形および粒状化成肥料はそ

れぞれ日本肥糧K．X．，日東化学Ⅹ．X．において厳密に製

造されたものである。

施肥量は第1表のとおり，追肥はN量のみあわせ

た。施肥法としてほ，固形の場合千鳥に2珠当り1個

を約12C閏の深さに挿入し，5粂間に連続的に施用し

た。粒状区は長さ90彗　幅25（罰の2枚のトタソを条


